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                                     進路指導部 

                第４号  令和４年１１月１１日発行 

   令和４年９月 26日（月）～10月７日（金）  

木 工 班 

 木工班の後期校内実習では、お世話になった方々へ感謝の気持ちを伝えるプ

レゼントとして贈ることを目的に製品作りを行いました。プレゼントしたい相

手を決め、「丁寧」を目標に「傘立て」と「椿時計」の製作に取り組みました。 

 「傘立て」では、一本の木材を「定規で測る」「切断」「やすりがけ」「色塗り」

「組立て」など完成までの工程を全て自分の力だけで行いました。贈る相手に

喜んでもらうため、いつも以上に丁寧に取り組む様子が見られました。「椿時

計」では、初めて使う電動糸のこの使い方に苦戦していましたが、糸のこを使

って切った木材に色を塗り、椿の形になるように並べ、綺麗な「椿時計」に仕

上げました。 

 

 

 

工 芸 班 

 工芸班の後期校内実習では、光陵祭に向けた製品作りに取り組みました。前

期校内実習の作業内容に加えて、新製品の油吸い取りパッドやコースター作り

にもチャレンジしました。油吸い取りパッドは、「牛乳パックを小さくちぎる」

→「５ｇ計る」→「2分間ミキサーにかける」→「綿状になったものを 10g計

る」→「だしパックに詰める」という工程がありました。「正確に」「丁寧に」

「集中して」作業をする様子が見られました。紙を漉く作業の素材づくりの工

程である「ラミネートはがし」や「かみちぎり」などの作業にも集中して取り

組み、自分の目標達成に向けて頑張りました。 

 

 

 

高等部１年 

 1学年の後期校内実習では、「前期での課題」や「現場で求められる力」を目

標に、実習に取り組みました。10日間、全員が体調や気持ちを崩すことなく全

日程をやり遂げることができました。進路担当からも「成長線がギュイーンと

上がりましたね！」とお褒めの言葉をいただきました。来年はいよいよ現場実

習です。身に付けた力を役立て、就労に向け前進してほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

高等部２年 

2学年の後期現場実習では、12名の生徒が一般企業、就労継続支援 A・B型

事業所で実習をしてきました。今回の実習先は、前期とは異なった場所で行い

ましたが、前期現場実習の反省を生かして、自分自身の課題克服に向けて取り

組みました。実習を通して、自分の目標を達成できた人や、自分の課題がより

明確になった人もいましたが、自分に合った仕事が何なのかを考えることがで

きました。この経験を来年度につなげていけるよう、2年生のうちから自分の

進路選択について考えていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    



 高等部３年 

 高等部生活で最後の実習となりました。３年生の今回の実習は、卒業後に向

けて実際の生活をイメージするための実習でした。毎日、事業所への通勤から

日中の仕事、そして帰宅後の家庭生活を送りながら、休日の過ごし方を考える

など、来年からの新たな生活を各々がイメージすることができたと思います。 

 日中の生活の中心となる仕事については、４月以降に働きたい事業所で行う

ことにより、実際の業務に慣れて、働き始めてから即戦力となれるように、実

習を真剣に取り組みました。 

 

 

今年度の「企業との連携協議会」は、民間企業７社の担当者様と気仙障がい

者就業・生活支援センターが参加して、１０月２６日（水）に開催されました。 

高等部の授業見学（作業学習）後に、各企業さんから事前に回答をいただい

たアンケート結果を基に意見交換会を行いました。 

内容としては、業務上の支援や配慮事項、障がい者雇用を進める上での課題

や問題点等を様々な視点から各社の意見を伺うことができました。その中で、

企業として障がいの特徴を理解して対応する難しさ、当事者本人が悩みを抱え

込んでしまう傾向、作業説明の仕方や習得するまでのサポート等、職場定着す

るための各社の悩みや工夫が感じられました。参加した企業の方からは、他社

の取り組み状況が分かり、とても参考になったとの声が寄せられました。 

 

 

 

企業との連携協議会 

 

 

 10 月 18 日（火）、中学部 2 回目の進路見学会がありました。２回目の進路

見学会は「卒業生が働いている事業所を見学することによって、どのような仕

事をしているのかを知り、働くことへの興味・関心をもつこと」、「働くために

大切なことを知ること」を目的に実施しました。見学先は、大船渡市にある就

労継続支援 B 型事業所です。３年生３名と１年生２名は「朋友館」、２年生４

名と１年生１名は「星雲工房」を見学してきました。また、昼食も兼ねて「星

雲工房」の施設外就労先である「カフェ夢茶房」へ行き、接客の仕事の様子を

見てきました。 

見学先で生徒たちは、関心をもって施設長さんや職員の方の話を聞き、先輩

たちが働く姿を見ていました。質問に対して答えてくれたことをしっかりとメ

モを取っていました。 

今回の進路見学会をとおし、高等部卒業後にどのような進路先があり、どの

ような仕事をしているのかを知ることができ、働くためには「元気で休まない

こと」、「集中して仕事をすること」、「指示をしっかり聞くこと」、「正確に仕事

をすること」などが大切であることを学ぶことができました。 

中学部 進路見学会② 

 

 

11/29(火) 岩手県特別支援学校技能認定会 

時間 13：15～15：45 会場本校体育館にて 

 

《中学部》            《高等部》 

12月 6日 ようこそ先輩      12月 14日 農福連携体験学習会 

1月 25日 高等部入学者選考日   2月～3月  移行支援会議 

2月 2日  高等部入学者選考 

合格発表(15:00) 


